
パブリックコメント手続実施要項
作成日：令和３年(2021年)　　月　　日

実　　施　　部　　局　　名 みどりまちづくり部　審査指導室

問合せ先 みどりまちづくり部　審査指導室　（電話：072-724-6743）

案　　件　　の　　名　　称 （仮称）箕面市土砂埋立て等の規制に関する条例（素案）について

パブリックコメント手続
実　施　の　目　的

　今般、無秩序な土砂埋立て等に起因すると思われる土砂災害の発生が相次いでいることか
ら、箕面市域における土砂埋立て等について必要な規制を行うことにより、土砂埋立て等の
適正化を図り、災害防止及び生活環境保全に資することを目的とした条例整備を検討してお
り、その手続を進める上で、市民に広く意見を募集します。

パブリックコメントの
対 象 と な る 資 料

（仮称）箕面市土砂埋立て等の規制に関する条例（素案）

参　　考　　資　　料 （仮称）箕面市土砂埋立て等の規制に関する条例（素案）の概要

閲覧方法と閲覧場所

（１）みどりまちづくり部審査指導室（箕面市役所 別館４階 42番窓口）
（２）箕面市役所行政資料コーナー（箕面市役所 別館１階 12番窓口）
（３）箕面市役所豊川支所、止々呂美支所
（４）中央・東・船場生涯学習センター、中央・東・桜ケ丘・西南・小野原・船場図書館
（５）みのお市民活動センター、らいとぴあ21、ヒューマンズプラザ
（６）多文化交流センター、交通・観光案内所
（７）市ホームページ
　※（１）～（３）は箕面市役所開庁日の８時45分から17時15分まで

意 見 等 の 提 出 期 間 令和４年(2022年)１月６日（木）から２月４日（金）まで（郵便の場合は必着）

意見等の提出方法

次のうちいずれかの方法で提出してください。

（１）郵便による送付
　　　（〒562-0003 箕面市西小路4-6-1 箕面市役所 みどりまちづくり部 審査指導室）
（２）電子メールによる送付（情報セキュリティ対策のため送受信できないメールアドレ
　　　スがありますのでご注意ください。mail:kaisi@maple.city.minoh.lg.jp）
（３）ファックスによる送付（FAX：072-722-2466）
（４）閲覧場所の窓口に書面で提出
　※閲覧場所の窓口に意見書のひな形をご用意していますので、ご利用ください。
　　（自由な形式で提出していただいてもかまいません。）

意 見 等 を 提 出
で き る か た

（１）本市にお住まいのかた
（２）本市に事務所又は事業所がある事業者
（３）本市にある事務所又は事業所に勤務しているかた
（４）本市にある学校に在学しているかた
（５）本市に対して納税義務を有しているかた
（６）上記（１）から（５）に該当するかたで構成された団体

意見等を提出する際の
必要記載事項

（１）意見を提出しようとする案の名称
（２）氏名及び住所（上記の「意見等を提出できるかた」のうち（２）～
　　　（５）に該当するかたは名称及び所在地、（６）に該当する団体は、
　　　団体名及び団体事務所所在地）
（３）上記の「意見等を提出できるかた」のうち、該当する区分

提出された意見等及び
市の考え方の公表方法

「閲覧方法と閲覧場所」に記載の方法・場所で公表します。なお、意見提出者への個別回答
はいたしませんのでご了承ください。また、個人情報については他の目的で利用することは
ありません。
　※公表期間：令和４年(2022年)２月下旬を予定



（仮称）箕面市土砂埋立て等の規制に関する条例（素案）の概要

【１．名称】

（仮称）箕面市土砂埋立て等の規制に関する条例

※「箕面市土砂等による盛土等の規制に関する条例」の全部改正により名称が変わります。

【２．目的】

箕面市域における土砂埋立て等について必要な規制を行うことにより、土砂埋立て等の適正化を図り、もっ

て災害の発生の防止及び生活環境の保全に資することを目的としております。

【３．土砂埋立て等を行う者に対する規制の主な内容】

（１）面積が５００㎡以上３，０００㎡未満の土砂埋立て等を行う場合は許可が必要となります。

（２）土砂埋立て等の面積が５００㎡未満の場合や３，０００㎡以上の場合（別途大阪府での許可が必要です。）

は、届出が必要となります。

箕面市では、これまで「箕面市土砂等による盛土等の規制に関する条例」により不適正な土砂の埋立て

等の行為の防止に努めてまいりましたが、昨年７月に発生した熱海での土砂災害を受けて、更なる規制の

強化を図る必要性があると認識しております。

「箕面市土砂等による盛土等の規制に関する条例」には罰則がなく、公表措置にとどまるものであるこ

とから、これを全部改正し、違反行為等に対して罰則を伴う（仮称）「箕面市土砂埋立て等の規制に関する

条例」（素案）とすることを検討しております。

素案の概要は次のとおりです。



【４．許可の基準】

（１）許可申請をしようとする者（法人の場合はその役員を含みます。）が、過去一定期間に本条例等に違反し

て命令、許可取消し等の処分を受けていた場合や、暴力団員等に該当する場合は許可をしません。

（２）土砂埋立て等を的確に、かつ継続して行うに足りる資力を有することを明らかにする必要があります。。

（３）土砂埋立て等を形状及び構造上の基準に適合させることが必要です。

【５．許可を受けた者の義務】

（１）搬入する土砂の発生場所及び汚染の恐れがないことを確認し、市長に報告しなければなりません。

（２）搬入した土砂の量等を記載した土砂管理台帳を作成し、定期的に市長に報告しなければなりません。

（３）埋立て等区域外への排水の水質検査を定期的に行い、その結果を市長に報告しなければなりません。

【６．命令、許可取消し】

（１）市長は、災害防止又は生活環境保全のため緊急の必要があると認めるときなどは、必要な措置を講ずる

よう命じ、又は相当の期間を定めて土砂埋立て等の停止を命ずることができます。

（２）市長は、不正な手段による許可取得や、義務・命令違反があったときなどは、許可取消し又は行為停止

を命令することができます。

【７．土地所有者の義務】

（１）定期的に施工状況を確認するとともに、不適正な土砂埋立て等が行われていることを知ったときは、市

長に報告しなければなりません。

（２）土砂災害が発生し、又はそのおそれがあることを知ったときは、市長に通報しなければなりません。

【８．土砂搬入禁止区域の指定】

（１）土砂埋立て等を継続することにより人の生命、身体又は財産を害するおそれがあると認められる場合、

市長は、土砂埋立て等の区域及びその周辺を最大６か月間（更新あり）土砂搬入禁止区域に指定できます。

（２）土砂搬入禁止区域に指定された区域には、誰であっても土砂を搬入してはいけません。

【９．報告徴収・立入検査・公表】

（１）市長は、土砂埋立て等を行う者に対して施工状況等についての報告を求め、また、その職員に管理事務

所、事業場等に立ち入り、帳簿等の検査、関係者への質問等をさせることができます。

（２）市長は、措置命令や停止命令をしたときは、命令を受けた者の氏名等を公表することができます。

【１０．罰則】

無許可の土砂埋立て等、不正な手段による許可取得、命令違反、土砂等搬入禁止区域への土砂搬入などの行

為に対し、２年以下の懲役又は１００万円以下の罰金が科されます。

【１１．経過措置】

改正後の条例の規定は、条例の施行日以後に許可申請又は届出があった場合について適用し、施行日前に改

正前の条例の規定により協議申出をしている土砂埋立て等については、従前どおりに取り扱うこととします。

【１２．施行日】

令和４年４月１日予定です。



箕
面
市
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年

月

日

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例

箕
面
市
土
砂
等
に
よ
る
盛
土
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
箕
面
市
条

例
第
三
十
六
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条—

第
六
条
）

第
二
章

中
規
模
土
砂
埋
立
て
等
の
許
可
等
（
第
七
条—

第
二
十
六
条
）

第
三
章

小
規
模
土
砂
埋
立
て
等
の
届
出
等
（
第
二
十
七
条
）

第
四
章

大
規
模
土
砂
埋
立
て
等
の
届
出
等
（
第
二
十
八
条
）

第
五
章

土
地
の
所
有
者
の
義
務
（
第
二
十
九
条
・
第
三
十
条
）

第
六
章

土
砂
搬
入
禁
止
区
域
（
第
三
十
一
条

第
三
十
三
条
）

第
七
章

雑
則
（
第
三
十
四
条—

第
三
十
八
条
）

第
八
章

罰
則
（
第
三
十
九
条—

第
四
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
土
砂
埋
立
て
等
に
関
す
る
市
、
土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
者
、

土
砂
を
発
生
さ
せ
る
者
及
び
土
地
の
所
有
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

土
砂
埋
立
て
等
に
つ
い
て
必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
土
砂
埋
立
て
等
の
適

正
化
を
図
り
、
も
っ
て
災
害
の
防
止
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
定
義
）

（
素
案
）

—

—

——

—



第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

土
砂
埋
立
て
等

土
地
の
埋
立
て
、
盛
土
そ
の
他
の
土
地
へ
の
土
砂
（
混
入
し
、

又
は
付
着
し
て
い
る
物
を
含
み
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
除
く
。

以
下
同
じ
。
）
の
堆
積
を
行
う
行
為
を
い
う
。

二

埋
立
て
等
区
域

土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
土
地
の
区
域
を
い
う
。

三

中
規
模
土
砂
埋
立
て
等

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
規
模
の
土
砂
埋
立
て
等

を
い
う
。

イ

埋
立
て
等
区
域
の
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
で
あ
る
土
砂
埋
立
て
等
（
当
該
埋
立
て
等
区
域
を
含
む
一
団
の
土
地
の
区
域

の
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ

土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
前
の
地
盤
の
最
も
低
い
地
点
と
土
砂
埋
立
て
等
に

よ
っ
て
生
じ
た
地
盤
の
最
も
高
い
地
点
と
の
垂
直
距
離
（
次
号
ロ
に
お
い
て

「
土
砂
埋
立
て
等
の
高
さ
」
と
い
う
。
）
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
土
砂
埋

立
て
等

四

小
規
模
土
砂
埋
立
て
等

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
規
模
の
土
砂
埋
立
て
等

を
い
う
。

イ

埋
立
て
等
区
域
の
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
土
砂
埋
立
て
等

（
当
該
埋
立
て
等
区
域
を
含
む
一
団
の
土
地
の
区
域
の
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

ロ

土
砂
埋
立
て
等
の
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
土
砂
埋
立
て
等

五

大
規
模
土
砂
埋
立
て
等

大
阪
府
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平

成
二
十
六
年
大
阪
府
条
例
第
百
七
十
七
号
。
第
二
十
八
条
に
お
い
て
「
府
条
例
」

と
い
う
。
）
第
七
条
の
許
可
を
要
す
る
土
砂
埋
立
て
等
を
い
う
。



六

土
砂
を
発
生
さ
せ
る
者

建
設
工
事
（
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
設
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
発
注
者

及
び
請
負
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
建
設
工
事
に
伴
っ
て
土
砂
を
発
生
さ
せ
る
も
の
を

い
う
。

（
市
の
責
務
）

第
三
条

市
は
、
災
害
の
防
止
上
又
は
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
土
砂
埋
立
て
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
も
の

と
す
る
。

（
土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
者
の
責
務
）

第
四
条

土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
者
は
、
土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
埋

立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
住
民
等
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
当
該

土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
苦
情
又
は
紛
争
が
生
じ
た
と
き
は
、
誠
意
を

も
っ
て
そ
の
解
決
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
者
は
、
土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
災
害
の

防
止
及
び
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
を
有
す
る
。

（
土
砂
を
発
生
さ
せ
る
者
の
責
務
）

第
五
条

土
砂
を
発
生
さ
せ
る
者
は
、
建
設
工
事
に
伴
う
土
砂
の
発
生
を
抑
制
し
、
発

生
さ
せ
た
土
砂
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
発
生
さ
せ
た
土
砂
に

よ
り
不
適
正
な
土
砂
埋
立
て
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
土
砂
の
適
正
な
処
理

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
地
の
所
有
者
の
責
務
）

第
六
条

土
地
の
所
有
者
は
、
そ
の
所
有
す
る
土
地
に
お
い
て
不
適
正
な
土
砂
埋
立
て

等
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

土
地
の
所
有
者
は
、
土
砂
埋
立
て
等
に
つ
い
て
第
九
条
各
項
の
同
意
（
以
下
「
所

有
者
同
意
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
は
、
当
該
土
砂
埋
立
て
等
の
内
容
を
十
分
に



理
解
し
た
上
で
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

中
規
模
土
砂
埋
立
て
等
の
許
可
等

（
中
規
模
土
砂
埋
立
て
等
の
許
可
）

第
七
条

中
規
模
土
砂
埋
立
て
等
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
埋
立
て
等
区
域
ご
と
に
、

あ
ら
か
じ
め
、
市
長
の
許
可
（
以
下
「
中
規
模
許
可
」
と
い
う
。
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そ
の
他
の
事
業
の
区
域
に
お
い
て
行
う
土
砂
埋
立
て
等
で
あ
っ
て
、

当
該
事
業
の
区
域
に
お
い
て
採
取
さ
れ
た
土
砂
の
み
を
用
い
て
行
う
も
の

二

国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
者
が
行
う
土
砂
埋
立
て
等

三

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
十
三
条
又
は
砂
利
採

取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受

け
た
者
が
、
当
該
認
可
に
基
づ
い
て
採
取
し
た
土
砂
を
販
売
す
る
た
め
に
一
時
的

に
当
該
認
可
に
係
る
場
所
に
お
い
て
行
う
土
砂
埋
立
て
等

四

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可

を
受
け
た
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
お
い
て
行
う
土
砂
埋
立
て
等

五

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
が
設
置
す
る
同
項
に
規
定
す
る
汚
染
土
壌
処
理
施

設
に
お
い
て
行
う
土
砂
埋
立
て
等

六

法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
る
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
に
よ
る
土
砂
埋
立

て
等
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

七

非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
土
砂
埋
立
て
等

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
土
砂
埋
立
て
等



（
事
前
協
議
）

第
八
条

中
規
模
許
可
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
（
次
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て

「
申
請
予
定
者
」
と
い
う
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

市
長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
地
の
所
有
者
の
同
意
）

第
九
条

申
請
予
定
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申

請
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
に
対
し
、
当
該
申
請
が
、
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号
の
生
年
月
日
を
除
く
。
）
を
、
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
（
同
条
第
一
項
第
一
号
の
生
年
月
日
を
除
く
。
）
を
説
明
し
、
そ
の
同
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
三
条
第
一
項
の
変
更
許
可
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
請
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
内
の
土
地
の
所

有
者
に
対
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号
の

生
年
月
日
を
除
く
。
）
を
説
明
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
二
十
三
条
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
請
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
内
の
土
地
の
所
有

者
に
対
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号

の
生
年
月
日
を
除
く
。
）
を
説
明
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
周
辺
地
域
の
住
民
等
へ
の
周
知
）

第
十
条

申
請
予
定
者
は
、
中
規
模
許
可
の
申
請
に
先
立
っ
て
、
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
住
民
等
に
対
し
、
次
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
申
請
書
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
の
記
載
事
項
を

周
知
さ
せ
る
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
予
定



者
は
、
そ
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
説
明
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
申
請
書
の
記
載
事
項
を
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地

域
の
住
民
等
に
周
知
さ
せ
る
た
め
申
請
書
の
内
容
を
要
約
し
た
書
類
の
提
供
そ
の
他

の
規
則
で
定
め
る
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

申
請
予
定
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
住
民
等
へ

の
周
知
の
内
容
及
び
そ
の
結
果
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
第
十
三
条
第
一
項
の
変
更
許
可
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
許
可
の
申
請
の
手
続
）

第
十
一
条

中
規
模
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
生
年
月
日
並
び
に
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

土
砂
埋
立
て
等
の
目
的

三

埋
立
て
等
区
域
の
位
置
及
び
面
積

四

土
砂
埋
立
て
等
の
施
工
を
管
理
す
る
事
務
所
（
以
下
「
管
理
事
務
所
」
と
い

う
。
）
の
所
在
地
並
び
に
当
該
管
理
事
務
所
に
置
く
管
理
責
任
者
の
氏
名
及
び
職

名
五

土
砂
埋
立
て
等
に
供
す
る
施
設
の
設
置
に
関
す
る
計
画

六

土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
る
土
砂
の
量

七

土
砂
埋
立
て
等
の
期
間

八

土
砂
埋
立
て
等
の
土
砂
の
堆
積
量
が
最
大
と
な
る
時
（
次
条
第
一
項
第
六
号
に

お
い
て
「
最
大
堆
積
時
」
と
い
う
。
）
及
び
完
了
時
の
埋
立
て
等
区
域
に
お
け
る

土
地
及
び
土
砂
の
堆
積
の
形
状

九

土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
る
土
砂
の
搬
入
に
関
す
る
計
画



十

埋
立
て
等
区
域
外
へ
の
排
水
の
水
質
検
査
を
行
う
た
め
に
講
ず
る
措
置

十
一

土
砂
埋
立
て
等
が
施
工
さ
れ
て
い
る
間
に
お
け
る
埋
立
て
等
区
域
外
へ
の
土

砂
の
崩
落
、
飛
散
又
は
流
出
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
講
ず
る
措
置
及
び

埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
講
ず
る
措
置

十
二

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
砂
埋
立
て
等
が
当
該
土
砂
埋
立
て
等
に
係
る
埋

立
て
等
区
域
外
へ
の
搬
出
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
中
規
模
許

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
市
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

項
二

年
間
の
土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
る
土
砂
の
搬
入
の
予
定
量
及
び
搬
出
の
予

定
量

三

埋
立
て
等
区
域
に
お
け
る
土
地
及
び
土
砂
の
堆
積
の
形
状

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

３

前
二
項
の
申
請
書
に
は
、
第
九
条
第
一
項
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
、

埋
立
て
等
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
を
示
す
図
面
、
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書

面
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
規
模
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
第
七
号
の

土
砂
埋
立
て
等
の
期
間
に
つ
い
て
三
年
を
超
え
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
許
可
の
基
準
等
）

第
十
二
条

市
長
は
、
中
規
模
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
、
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。



イ

第
二
十
四
条
又
は
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
（
中
規
模
許

可
の
取
消
し
の
処
分
を
除
く
。
）
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

（
当
該
処
分
に
よ
る
義
務
を
履
行
し
た
者
を
除
く
。
）

ロ

第
二
十
五
条
第
一
項
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規

定
に
よ
り
中
規
模
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過

し
な
い
者
（
当
該
中
規
模
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
箕
面
市
行
政
手
続
条
例
（
平
成
九
年
箕

面
市
条
例
第
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六

十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役

又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を

有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締

役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
た
者
で

当
該
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

ハ

土
砂
埋
立
て
等
の
事
業
に
関
し
不
正
な
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
に
足
り
る
規
則
で
定
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者

ニ

箕
面
市
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
六
年
箕
面
市
条
例
第
四
十
四
号
）
第

二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
密

接
関
係
者

ホ

営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
、
そ
の

法
定
代
理
人
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
を

含
む
。
）
が
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

ヘ

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
又
は
規
則
で
定
め
る
使
用
人
の
う
ち
に
イ
か
ら

ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

ト

個
人
で
あ
っ
て
、
規
則
で
定
め
る
使
用
人
の
う
ち
に
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず



れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

二

申
請
者
が
、
申
請
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
を
的
確
に
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
う

に
足
り
る
資
力
を
有
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
な
い
こ
と
。

三

第
九
条
第
一
項
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
。

四

管
理
事
務
所
を
設
置
し
、
か
つ
、
当
該
管
理
事
務
所
に
管
理
責
任
者
を
置
く
こ

と
。

五

土
砂
埋
立
て
等
が
施
工
さ
れ
て
い
る
間
に
お
け
る
当
該
申
請
に
係
る
埋
立
て
等

区
域
外
へ
の
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害
又
は
埋
立
て
等
区

域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六

土
砂
埋
立
て
等
の
最
大
堆
積
時
及
び
完
了
時
の
埋
立
て
等
区
域
に
お
け
る
土
地

及
び
土
砂
の
堆
積
の
形
状
（
当
該
申
請
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
埋
立
て
等
区
域
に
お
け
る
土
地
及
び
土
砂
の
堆
積
の
形

状
）
並
び
に
土
砂
埋
立
て
等
に
供
す
る
施
設
の
計
画
が
、
当
該
申
請
に
係
る
埋
立

て
等
区
域
外
へ
の
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害
又
は
埋
立
て

等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
の
発
生
の
お
そ
れ
が
な
い
も

の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
形
状
及
び
構
造
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

七

埋
立
て
等
区
域
が
、
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
規
則
で
定
め

る
相
当
規
模
の
道
路
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
。

八

箕
面
市
都
市
景
観
条
例
（
平
成
十
九
年
箕
面
市
条
例
第
三
十
五
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
箕
面
市
景
観
計
画
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

九

当
該
申
請
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
外
へ
の
排
水
の
水
質
検
査
を
行
う
た
め
に
必

要
な
措
置
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
。



２

中
規
模
許
可
の
申
請
が
、
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
る
許
可
、
認
可
そ
の
他
の

処
分
を
要
す
る
行
為
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
に
つ
い
て
、
当
該
法
令
又

は
条
例
に
よ
り
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害
又
は
埋
立
て
等
区

域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が

図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
第
五
号

及
び
第
六
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

中
規
模
許
可
に
は
、
有
効
期
間
そ
の
他
の
災
害
の
防
止
上
又
は
生
活
環
境
の
保
全

上
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
変
更
の
許
可
等
）

第
十
三
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
第
十
一
条
第
一

項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を

除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
市
長
の
許
可
（
以
下
「
変
更
許
可
」
と
い

う
。
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

変
更
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
生
年
月
日
並
び
に
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

変
更
の
内
容
及
び
そ
の
理
由

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

３

前
項
の
申
請
書
に
は
、
第
九
条
第
二
項
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
、
変

更
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
を
示
す
図
面
、
第
十
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
図
書
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
条
の
規
定
は
、
変
更
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と



き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
書
面
で
市
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
地
の
所
有
者
へ
の
通
知
）

第
十
四
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
を
受
け
た
日
後
遅
滞
な

く
、
第
九
条
第
一
項
の
同
意
を
し
た
土
地
の
所
有
者
に
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る

申
請
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
中
規

模
許
可
に
係
る
同
項
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号
の

生
年
月
日
を
除
く
。
）
を
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
同

条
第
一
項
第
一
号
の
生
年
月
日
を
除
く
。
）
を
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
第

十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
が
付
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
中
規
模
許
可
を
受

け
た
日
後
遅
滞
な
く
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
条
件
の
内
容
を
同
項

の
土
地
の
所
有
者
に
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

変
更
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
変
更
許
可
を
受
け
た
日
後
遅
滞
な
く
、
第
九
条

第
二
項
の
同
意
を
し
た
土
地
の
所
有
者
に
、
当
該
変
更
許
可
に
係
る
前
条
第
二
項
第

一
号
（
生
年
月
日
を
除
く
。
）
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
変
更
許
可

に
前
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
が
付
さ

れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
条
件
の
内
容
を
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
変
更
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
に

そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
砂
埋
立
て
等
の
着
手
の
届
出
）

第
十
五
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等

に
着
手
し
た
と
き
は
、
着
手
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
市
長

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
土
砂
の
搬
入
の
報
告
）

第
十
六
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
埋
立
て
等
区
域

に
土
砂
を
搬
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
土

砂
の
発
生
場
所
及
び
当
該
土
砂
の
汚
染
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
確
認
し
た
結
果
を
市
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
砂
管
理
台
帳
の
作
成
）

第
十
七
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
中

規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
に
用
い
た
土
砂
の
量
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
事

項
を
記
載
し
た
土
砂
管
理
台
帳
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
の
量
の
報
告
）

第
十
八
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
中

規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
に
着
手
し
た
日
か
ら
、
定
期
的
に
、
前
条
の
規
定

に
よ
り
作
成
す
る
土
砂
管
理
台
帳
の
写
し
を
添
付
し
て
、
当
該
土
砂
埋
立
て
等
に
使

用
さ
れ
た
土
砂
の
量
（
当
該
土
砂
埋
立
て
等
が
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
埋
立
て
等

区
域
外
へ
の
搬
出
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
土
砂

の
搬
入
の
量
及
び
搬
出
の
量
）
を
市
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
水
質
検
査
等
）

第
十
九
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
中

規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
を
施
工
し
て
い
る
間
、
定
期
的
に
、
当
該
中
規
模

許
可
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
外
へ
の
排
水
の
水
質
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
市
長

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
気
象
条
件
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
当
該
水
質
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
市
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。



２

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
を
完
了

し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
中
規
模
許
可

に
係
る
埋
立
て
等
区
域
外
へ
の
排
水
の
水
質
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
市
長
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
気
象
条
件
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
当
該
水
質
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
市
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

３

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
外
へ
の

排
水
が
規
則
で
定
め
る
水
質
の
基
準
（
第
二
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
「
水
質
基

準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨

を
市
長
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
原
因
の
調
査
そ
の
他
当
該
土
砂
埋
立
て
等
に

よ
り
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を

除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
標
識
の
掲
示
等
）

第
二
十
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
中

規
模
許
可
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
の
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
、
当
該
中
規
模
許
可

に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
が
施
工
さ
れ
て
い
る
間
、
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
規
則
で
定

め
る
事
項
を
記
載
し
た
標
識
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
に
つ
い

て
、
そ
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
境
界
標
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
図
書
の
閲
覧
）

第
二
十
一
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

中
規
模
許
可
に
係
る
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の

申
請
書
の
写
し
、
第
十
七
条
の
土
砂
管
理
台
帳
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
図
書
を
管
理

事
務
所
に
備
え
置
き
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
に
関
し
災
害
の
防

止
上
又
は
生
活
環
境
の
保
全
上
利
害
関
係
を
有
す
る
者
の
求
め
に
応
じ
、
閲
覧
さ
せ



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
砂
埋
立
て
等
の
完
了
の
届
出
等
）

第
二
十
二
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て

等
を
完
了
し
、
廃
止
し
、
若
し
く
は
休
止
し
、
又
は
休
止
し
た
土
砂
埋
立
て
等
を
再

開
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
市
長
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
土
砂
埋
立
て
等
の
休
止
を
し
た
場
合

で
あ
っ
て
、
当
該
休
止
の
期
間
が
二
月
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
休
止
し
た
土
砂
埋
立
て
等
を
再
開
し
た
場

合
の
届
出
を
除
く
。
）
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
届
出
に
係
る
土
砂
埋

立
て
等
が
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
内
容
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
該
届
出
を
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害
又
は
埋

立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
の
必
要

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
旨
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
当
該
通
知
に
係
る
土
砂

埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害
又
は
埋

立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
位
の
承
継
）

第
二
十
三
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
又
は
当
該

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
の
土
地
の

所
有
権
そ
の
他
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
権
原
を
取
得
し
た

者
は
、
市
長
の
承
認
を
受
け
て
、
当
該
中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
が
有
し
て
い
た
中

規
模
許
可
に
基
づ
く
地
位
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一

氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
生
年
月
日
並
び
に
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

三

申
請
者
が
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ホ
の
営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為

能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び

住
所
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名
並
び
に
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

３

前
項
の
申
請
書
に
は
、
第
九
条
第
三
項
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
、
承

認
の
申
請
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
を
示
す
図
面
そ
の
他
規
則

で
定
め
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
十
二
条
第
一
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、

第
一
項
の
承
認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

相
続
人
が
被
相
続
人
の
死
亡
後
九
十
日
以
内
に
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
の
日
か
ら
そ
の
承
認
を
受
け
る
日
又
は
承
認
を

し
な
い
旨
の
通
知
を
受
け
る
日
ま
で
は
、
被
相
続
人
に
対
し
て
し
た
中
規
模
許
可
は
、

そ
の
相
続
人
に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
命
令
）

第
二
十
四
条

市
長
は
、
土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く

は
流
出
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
又
は
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環

境
を
保
全
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
土
砂
埋
立
て
等

に
つ
い
て
中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立

て
等
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る

た
め
又
は
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、
相
当
の



期
限
を
定
め
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
相
当
の
期
間
を
定
め

て
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
長
は
、
第
七
条
第
一
項
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
中
規
模
許

可
又
は
変
更
許
可
を
受
け
な
い
で
土
砂
埋
立
て
等
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
相
当
の
期

限
を
定
め
て
、
当
該
土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
の
全
部
又
は
一
部
を
撤
去

す
る
と
と
も
に
、
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た

め
又
は
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
長
は
、
第
二
十
二
条
第
三
項
又
は
次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
が
、
土
砂
の
崩

落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害
又
は
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環

境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
は
、
相
当

の
期
限
を
定
め
て
、
第
二
十
二
条
第
三
項
の
通
知
又
は
次
条
第
二
項
の
取
消
し
に
係

る
土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は
流
出
に
よ
る
災
害

又
は
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
長
は
、
中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
が
、
第
十
二
条
第
一

項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
中
規
模
許
可

を
受
け
た
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
当
該

中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
若
し
く
は

流
出
に
よ
る
災
害
又
は
埋
立
て
等
区
域
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障

を
防
止
す
る
た
め
に
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命

じ
、
又
は
相
当
の
期
間
を
定
め
て
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
の
停
止

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

市
長
は
、
中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
に
係
る
埋
立
て
等
区
域
外
へ
の
排
水
が
水
質

基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
当
該
中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
に



対
し
、
そ
の
原
因
の
調
査
そ
の
他
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
に
よ
り

生
じ
、
又
は
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
除
去

す
る
た
め
に
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又

は
相
当
の
期
間
を
定
め
て
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
の
停
止
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
許
可
の
取
消
し
等
）

第
二
十
五
条

市
長
は
、
中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
（
第
八
号
を
除

く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
当
該
中
規
模
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
相
当
の
期
間
を
定
め
て
当
該
中
規
模
許
可

に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
中
規
模
許
可
、
変
更
許
可
又
は
第
二
十
三
条

第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
。

二

正
当
な
理
由
な
く
、
中
規
模
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し

た
日
ま
で
に
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
に
着
手
し
な
い
と
き
。

三

中
規
模
許
可
に
基
づ
き
土
砂
埋
立
て
等
に
着
手
し
た
後
、
正
当
な
理
由
な
く
、

一
年
以
上
引
き
続
き
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
を
行
わ
な
い
と
き
。

四

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

五

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ホ
か
ら
ト
ま
で
（
同
号
ニ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

六

変
更
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
変
更
許
可
を
受
け
な
い
で
変
更

し
た
と
き
。

七

第
十
二
条
第
三
項
（
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

八

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

九

前
条
及
び
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。



２

前
項
の
規
定
に
よ
り
中
規
模
許
可
の
取
消
し
を
受
け
た
者
は
、
当
該
取
消
し
に
係

る
土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
又
は
流
出
に
よ
る
災
害
の
防

止
上
又
は
生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
図
書
の
保
存
）

第
二
十
六
条

中
規
模
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
埋
立
て

等
に
つ
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
完
了
及
び
廃
止
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
日
又
は
当
該
中
規
模
許
可
の
取
消
し
の
日
の
い
ず
れ
か

早
い
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
、
当
該
中
規
模
許
可
に
係
る
土
砂
管
理
台
帳

及
び
土
砂
埋
立
て
等
に
関
し
て
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
市
長
に
提
出
し
た
図

書
の
写
し
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

小
規
模
土
砂
埋
立
て
等
の
届
出
等

第
二
十
七
条

小
規
模
土
砂
埋
立
て
等
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
埋
立
て
等
区
域
ご
と

に
、
あ
ら
か
じ
め
、
市
長
に
届
出
（
以
下
「
小
規
模
届
出
」
と
い
う
。
）
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
土

砂
埋
立
て
等
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
届
出
を
要
し
な
い
。

３

小
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を

市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
、
第
九
号
及
び
第
十
一

号
に
掲
げ
る
事
項

二

年
間
の
土
砂
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
る
土
砂
の
搬
入
の
予
定
量
及
び
搬
出
の
予

定
量

三

埋
立
て
等
区
域
に
お
け
る
土
地
及
び
土
砂
の
堆
積
の
形
状

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

４

小
規
模
届
出
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号



か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

５

小
規
模
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
小
規
模
届
出
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日

を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
当
該
小
規
模
届
出
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
を
施
工
し

て
は
な
ら
な
い
。

６

第
八
条
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
条
第
一
項
、

第
二
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、

小
規
模
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項

第
八
条

当
該
申
請
に
係
る
埋

立
て
等
区
域
内
の
土

地

の

所

有

者

に

対

し
、
当
該
申
請
が
、

第
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
同
項
第
一
号
か
ら

第
十
一
号
ま
で
に
掲

げ
る
事
項
（
同
項
第

一
号
の
生
年
月
日
を

除
く
。
）
を
、
同
条
第

申
請
予
定
者

市
長
と
協
議

中
規
模
許
可
の
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
者

（
次
条
及
び
第
十
条

に
お
い
て
「
申
請
予

定
者
」
と
い
う
。
）

当
該
小
規
模
届
出
に
係
る
埋
立
て
等

区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
に
対
し
、

第
二
十
七
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ

る
事
項
（
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号

の
生
年
月
日
を
除
く
。
）

小
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

市
長
に
事
前
相
談
書
を
提
出

小
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者



第

二

十

四

条

第

四
項

第

二

十

四

条

第

二
項

第

二

十

条

第

一

項

、

第

二

十

二

条

第

一

項

及

び

第

二

十

四

条

第

一
項

第
十
条
第
二
項

第
十
条
第
一
項

中
規
模
許
可
を
受
け

た
者

中
規
模
許
可
又
は
変

更
許
可
を
受
け
な
い

で 第
七
条
第
一
項
又
は

第
十
三
条
第
一
項

当
該
中
規
模
許
可

中
規
模
許
可
を
受
け

た
者

前
項

申
請
予
定
者

申
請
書

次
条
第
一
項
又
は
第

二
項

中
規
模
許
可
の
申
請

申
請
予
定
者

二
項
の
規
定
に
よ
る

も
の
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
同
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
（
同

条
第
一
項
第
一
号
の

生
年
月
日
を
除
く
。
）

小
規
模
届
出
を
し
た
者

小
規
模
届
出
を
し
な
い
で

第
二
十
七
条
第
一
項

当
該
小
規
模
届
出

小
規
模
届
出
を
し
た
者

第
二
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項

小
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

届
出
書

第
二
十
七
条
第
三
項

小
規
模
届
出

小
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者



第
四
章

大
規
模
土
砂
埋
立
て
等
の
届
出
等

第
二
十
八
条

大
規
模
土
砂
埋
立
て
等
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
埋
立
て
等
区
域
ご
と

に
、
府
条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
（
第
三
項
に
お
い
て
「
府
許
可
申
請

書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
後
直
ち
に
、
市
長
に
届
出
（
以
下
「
大
規
模
届
出
」
と
い

う
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
土

砂
埋
立
て
等
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
届
出
を
要
し
な
い
。

３

大
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に

府
許
可
申
請
書
の
写
し
を
添
え
て
、
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
、
第
九
号
及
び
第
十
一

号
に
掲
げ
る
事
項

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

４

大
規
模
届
出
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号

ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

５

第
八
条
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
条
第
一
項
、

第
二
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、

大
規
模
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

当
該
中
規
模
許
可
に

当
該
中
規
模
許
可
を

受
け
た
者
（
前
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
を

受
け
た
者
を
除
く
。
）

当
該
小
規
模
届
出
に

当
該
小
規
模
届
出
を
し
た
者



第
十
条
第
一
項

第
九
条
第
一
項

第
八
条

次
条
第
一
項
又
は
第

二
項

中
規
模
許
可
の
申
請

申
請
予
定
者

当
該
申
請
に
係
る
埋

立
て
等
区
域
内
の
土

地

の

所

有

者

に

対

し
、
当
該
申
請
が
、

第
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
同
項
第
一
号
か
ら

第
十
一
号
ま
で
に
掲

げ
る
事
項
（
同
項
第

一
号
の
生
年
月
日
を

除
く
。
）
を
、
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る

も
の
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
同
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
（
同

条
第
一
項
第
一
号
の

生
年
月
日
を
除
く
。
）

申
請
予
定
者

市
長
と
協
議

中
規
模
許
可
の
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
者

（
次
条
及
び
第
十
条

に
お
い
て
「
申
請
予

定
者
」
と
い
う
。
）

第
二
十
八
条
第
三
項

大
規
模
届
出

大
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

当
該
大
規
模
届
出
に
係
る
埋
立
て
等

区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
に
対
し
、

第
二
十
八
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ

る
事
項
（
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号

の
生
年
月
日
を
除
く
。
）

大
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

市
長
に
事
前
相
談
書
を
提
出

大
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者



第
五
章

土
地
の
所
有
者
の
義
務

（
土
砂
埋
立
て
等
に
係
る
土
地
の
所
有
者
の
義
務
）

第
二
十
九
条

所
有
者
同
意
を
し
た
土
地
の
所
有
者
は
、
当
該
所
有
者
同
意
に
係
る
土

砂
埋
立
て
等
が
施
工
さ
れ
て
い
る
間
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
定
期
的
に
、

当
該
土
砂
埋
立
て
等
の
施
工
の
状
況
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

二

十

四

条

第

四
項

第

二

十

四

条

第

二
項

第

二

十

条

第

一

項

、

第

二

十

二

条

第

一

項

及

び

第

二

十

四

条

第

一
項

第
十
条
第
二
項

当
該
中
規
模
許
可
に

当
該
中
規
模
許
可
を

受
け
た
者
（
前
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
を

受
け
た
者
を
除
く
。
）

中
規
模
許
可
を
受
け

た
者

中
規
模
許
可
又
は
変

更
許
可
を
受
け
な
い

で 第
七
条
第
一
項
又
は

第
十
三
条
第
一
項

当
該
中
規
模
許
可

中
規
模
許
可
を
受
け

た
者

前
項

申
請
予
定
者

申
請
書

当
該
大
規
模
届
出
に

当
該
大
規
模
届
出
を
し
た
者

大
規
模
届
出
を
し
た
者

大
規
模
届
出
を
し
な
い
で

第
二
十
八
条
第
一
項

当
該
大
規
模
届
出

大
規
模
届
出
を
し
た
者

第
二
十
八
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項

大
規
模
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

届
出
書



２

所
有
者
同
意
を
し
た
土
地
の
所
有
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
結
果
、
中

規
模
許
可
又
は
変
更
許
可
の
内
容
（
当
該
所
有
者
同
意
を
し
た
場
合
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
次
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
明
ら
か
に
異
な
る
土
砂
埋
立

て
等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該
土
砂
埋
立
て
等
を

行
う
者
に
対
し
当
該
土
砂
埋
立
て
等
の
中
止
又
は
原
状
回
復
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
市
長
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

所
有
者
同
意
を
し
た
土
地
の
所
有
者
は
、
当
該
所
有
者
同
意
に
係
る
埋
立
て
等
区

域
の
土
砂
の
崩
落
、
飛
散
又
は
流
出
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
市
長
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
土
砂
埋
立
て
等
に
係
る
土
地
の
所
有
者
に
対
す
る
勧
告
及
び
命
令
）

第
三
十
条

市
長
は
、
第
二
十
四
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
土

砂
埋
立
て
等
の
停
止
の
命
令
を
除
く
。
）
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
命
令
を

受
け
た
者
が
期
限
ま
で
に
そ
の
命
令
に
係
る
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
は
、
当
該
命
令

に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
に
つ
い
て
所
有
者
同
意
を
し
た
土
地
の
所
有
者
で
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
（
当
該
確
認
を
行
う
べ
き
時
期
に
お
い
て
、

中
規
模
許
可
又
は
変
更
許
可
の
内
容
と
明
ら
か
に
異
な
る
土
砂
埋
立
て
等
が
行
わ

れ
て
い
た
場
合
の
も
の
に
限
る
。
）
を
怠
っ
た
者

二

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
怠
っ
た
者

２

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
、
そ
の
者
に
対
し
、
同
項
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
で

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で



き
る
。第

六
章

土
砂
搬
入
禁
止
区
域

（
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
の
指
定
）

第
三
十
一
条

市
長
は
、
埋
立
て
等
区
域
（
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
除

く
。
）
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域
に
お
い
て
土
砂
埋
立
て
等
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ

て
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
埋

立
て
等
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域
を
、
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
期
間
を
定
め
て
、

土
砂
の
搬
入
を
禁
止
す
る
区
域
（
以
下
「
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
」
と
い
う
。
）
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
も
っ
て
効
力
を
生

ず
る
。

４

市
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
の
指
定
の
期
間
が
満
了
す

る
時
点
に
お
い
て
、
い
ま
だ
指
定
の
事
由
が
な
く
な
っ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
指
定
に
係
る
区
域
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

市
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
準
備
を
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
職
員
に
、
他
人
の
占
有
す
る
土
地
に
立
ち
入
り
、
測
量
さ
せ
、
又

は
調
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

市
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
、
他
人
の

占
有
す
る
土
地
に
立
ち
入
り
、
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
措
置

を
講
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
他
人
の
占
有
す
る
土
地
に
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
職
員
は
、



そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
砂
の
搬
入
の
禁
止
）

第
三
十
二
条

何
人
も
、
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
に
土
砂
を
搬
入
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
の
解
除
）

第
三
十
三
条

市
長
は
、
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
の
指
定
の
事
由
が
な
く
な
っ
た
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
土
砂
搬
入
禁
止
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
三
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
章

雑
則

（
報
告
の
徴
収
）

第
三
十
四
条

市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
土
砂
埋
立
て

等
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
土
砂
埋
立
て
等
に
つ
い
て
、
施
工
の
状
況
そ
の
他
必
要

な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
所
有
者
同
意
を
し
た
土

地
の
所
有
者
に
対
し
、
当
該
所
有
者
同
意
に
係
る
土
砂
埋
立
て
等
に
つ
い
て
、
第
二

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
）

第
三
十
五
条

市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、

土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
者
の
管
理
事
務
所
、
事
業
場
そ
の
他
そ
の
事
業
を
行
う
場
所

に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
試
験
の
用
に
供
す
る
の
に

必
要
な
限
度
に
お
い
て
土
砂
若
し
く
は
排
水
を
無
償
で
収
去
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に

質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携

帯
し
、
関
係
人
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
公
表
）

第
三
十
六
条

市
長
は
、
第
二
十
四
条
（
第
二
十
七
条
第
六
項
及
び
第
二
十
八
条
第
五

項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
二
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
当
該
命
令
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住

所
及
び
当
該
命
令
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
公
表
に
係

る
者
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
通
知
し
、
そ
の
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
出
席
を

求
め
、
釈
明
及
び
資
料
の
提
出
の
機
会
を
与
え
る
た
め
、
意
見
の
聴
取
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
所
轄
の
警
察
署
長
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
三
十
七
条

市
長
は
、
中
規
模
許
可
若
し
く
は
変
更
許
可
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項

の
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ニ
か
ら
ト
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
由
（
同
号
ホ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
由
に

あ
っ
て
は
、
同
号
ニ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
有
無
に
つ

い
て
、
所
轄
の
警
察
署
長
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

２

市
長
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ニ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
由
の
有
無
に

つ
い
て
、
所
轄
の
警
察
署
長
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

第
三
十
八
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

第
八
章

罰
則

（
罰
則
）

第
三
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。



一

第
七
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反

し
て
、
土
砂
埋
立
て
等
を
行
っ
た
者

二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
、
中
規
模
許
可
、
変
更
許
可
又
は
第
二
十
三

条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者

三

第
二
十
四
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

四

第
三
十
二
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
四
十
条

第
二
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下

の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
一
条

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
六
月
以
下

の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

一

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

二

第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
の
土
砂
管
理
台
帳
を
作
成
せ
ず
、
又
は

同
条
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た
者

三

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

四

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
項
の
水
質
検
査
を
行
わ
ず
、
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

五

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
項
の
水
質
検
査
を
行
わ
ず
、
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

六

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

七

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
項
の
標
識
を
掲
示
し
な
か
っ
た
者

八

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
項
の
境
界
標
を
設
け
な
か
っ
た
者

九

第
三
十
四
条
第
一
項
の
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

十

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
若
し
く
は
収
去
を
拒
み
、
妨
げ
、



若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁

を
し
た
者

第
四
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

一

第
十
三
条
第
五
項
、
第
十
五
条
又
は
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

第
二
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
の
土
砂
管
理
台
帳
又
は
図
書
の
写
し

を
保
存
し
な
か
っ
た
者

（
両
罰
規
定
）

第
四
十
四
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の

従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
三
十
九
条
か
ら
前
条
ま
で
の
違

反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も

各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
箕
面
市
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
章
、
第
三
章
及
び
第
四
章
の
規

定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
に
新
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
又
は
第
二
十
七
条
第
三
項
の
届

出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改

正
前
の
箕
面
市
土
砂
等
に
よ
る
盛
土
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
九
条
の
協
議
の
申

出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


